各　位
2004年4月21日
株式会社トクヤマ

湿式シリカ事業の提携について
　株式会社トクヤマ（東京都渋谷区、以下トクヤマ）とOriental Silicas Corp（台湾、オリエンタルシリカ、以下ＯＳＣ）は湿式シリカ事業の提携につき以下の通り合意しました。
【事業提携の骨子】
1． トクヤマは０４年５月３１日付でＯＳＣ株式の２０％を取得する。

2． 両社のタイにおける湿式シリカ事業を統合し、強化・拡大を図る。

（１）０４年５月３１日付でＯＳＣの子会社であるSiam Silica Co.,Ltd.（タイ、サイア
ムシリカ、以下ＳＳＣ）を株式交換により、トクヤマの子会社であるPornpat 
Chemicals Co.,Ltd.（タイ、ポーンパットケミカル、以下ＰＣＣ）の１００％子
会社とする。

（2） （１）にあわせ、ＯＳＣはＰＣＣ株の４８％を取得し、同時にＰＣＣの社名をTokuyama Siam Silica Co.,Ltd.（タイ、トクヤマサイアムシリカ、以下ＴＳＳ）と改称する。（トクヤマの出資比率は５２％となる）
（３）０５年１月を目処にＳＳＣはＴＳＳに営業譲渡する。その後、ＳＳＣは解散の
予定。
今回の提携は成長するアジアの湿式シリカ市場への積極的展開を両社の基本戦略として、
①ＯＳＣの広域なアジア展開を背景に、ＰＣＣの事業強化及びアジア進出を加速して
いきたいトクヤマの戦略
②トクヤマのブランド力・技術開発力によって、高付加価値品への展開を目指すＯＳＣ
の戦略
が一致したもの。

湿式シリカは別名「ホワイトカーボン」と呼ばれ、主に合成・天然ゴムやシリコーン樹脂の充填剤、吸着担体などとして使用される。履物やタイヤ用途を中心にアジア圏内で約35万トンの需要があり、最近の中国向け需要の高まりとともに、年５～１０％程度の成長が見込まれる。
　トクヤマは現在徳山製造所（山口県周南市）とＰＣＣを合わせて、3.2万トン／年の生産能力を持つ。一方、ＯＳＣは台湾工場のほか、タイ（ＳＳＣ）、中国子会社2社（江蘇省連雲港、江西省南昌）合わせて7.3万トン／年の生産能力を持つ。
トクヤマ、ＯＳＣ両グループ合計で10.5万トン／年となり、アジアで最大の湿式シリカ事業グループとなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　【添付資料】ＯＳＣ、ＳＳＣ、ＰＣＣの会社概要
本件に対するお問い合わせ先　（株）トクヤマ広報グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel　03－3499－8023
添付資料



ＯＳＣ：オリエンタルシリカ


（１）商号：Oriental Silicas Corp


（２）事業内容：湿式シリカの製造販売


（３）設立年月日：1978年3月


（４）本社所在地：台湾


（５）代表者：Ｓ．Ｃ．Ｌｉｎ


（６）資本金：200百万台湾ドル


（７）出資比率：台湾資本100％


（８）従業員数：100人


（９）生産能力：30,000Ｔ／年


（10）売上：約２０億円





ＳＳＣ：サイアムシリカ


（１）商号：Siam Silica Co.,Ltd.


（２）事業内容：湿式シリカの製造販売


（３）設立年月日：1989年5月


（４）本社所在地：タイ


（５）代表者：Kitima Chiraratn


（６）資本金：190百万バーツ


（７）出資比率：ＯＳＣグループ90％ 現地資本10％（2004年3月末現在）


（８）従業員数：60人


（８）生産能力：15,000Ｔ／年


（10）売上：約１０億円





ＰＣＣ：ポーンパットケミカル


（１）商号：Pornpat Chemicals Co.,Ltd.


（２）事業内容：湿式シリカの製造販売


（３）設立年月日：1988年6月


（４）本社所在地：タイ


（５）代表者：隅地　晃之


（６）資本金：182百万バーツ


（７）出資比率：トクヤマ99.18％　現地資本0.82％(2004年3月末現在)


（８）従業員数：90人


（９）生産能力：18,000Ｔ／年


（10）売上：約１０億円











